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アラントラクトンの姻虫駆虫成績
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要 包－s 

菊科植物の一種大車（InulaHelenium L.）の宿狼（漢

方名，土木香）から，水蒸気蒸溜に依って得た白色結晶

体「アラシトラクトン」（Alantolactone）が細虫駆除薬と

して卓効があるので，堺市に学童に就いて実験研究を行

った。

集団駆虫剤としては，アクシトラグトン単独よりも，

材料入手の使が多いので，「サシトニシ」（Santonine）と

「アテントタクト YJ (Alantolactone）の混合剤を用いた。

その結果この混合剤がサントユシより安全且つ有効で、推

奨に値することを認めた。

緒言

我国の畑虫卵保有率については，戦前でも農村に於て

60～70%に達し，戦後の国民生活の変化，主として，家

庭菜園に，寂静な人糞肥料をmいることに依って都会と

農村との区別なく，学童には 8＇.）～90%の姻虫卵保有率

を示していた。

終戦後，歳月を経過するに従って，生活の向上と衛生

思想の普及と相侯って，漸く減少しつふあるが，一方に

は畑虫の感染経路の研究によって，野菜からの感染のみ

でなく，空気中に舞ひ上る塵挟，都会地の電車の中，並

びに住宅内の畳の上に，虫卵が証明せられた。

斎藤は堺市内の学校校舎，教室，炊事場，並びに験員

室等の障子のさんの上の塵挨から畑虫卵を証明した。従

って畑虫対策には更に一段の関心が望ましい。

畑虫駆除薬としては，古くからサシトニ内海人草が

置く用いられている事は申す迄もない。

戦後ソ聯独専のサシトニシが入手困難のため，我国で

は，ヘキシールレグノレv.-：／その他の製剤が市販せられた

が，駆虫効果は有効であっても，不快なる副作用や毒性

Kyo Hαyαsi, Mi.αifumi Saito, Shin 'ichi Sαito: Ex-

perimental studies about alantolacton to expeli-

mental ascariasis. (Kenko・kyoiku-Kenkyusho,
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がある為めに使J-IJを院践するに至り，今は市販にその影

を失いつ斗ある状況であるO

フィルマロシ泊，へノボジ泊の類の製剤も同様に殊に

乳幼鬼には使用し難く，集団的に駆虫を実施する場合に

は，先ず危険なる不快な副作用の無いことを条件とし

更に安価で服用容易なる型及び味を選ぶのが有利であ

るO そのために学校，幼稚閤等の集団駆虫には，主にサ

シトニシ，マグリ，マグニシ等が好んで、月jいられるD

然し乍らサントニシは，我国で北海道のミプヨモギの

裁培に依って国産製品が出現しているが，全国的に需要

を満すことには遼遠である。他方海人草に至つては，西

南諸島，台湾の生産圏を締め出されて，僅かに鹿児島，

長崎の粗悪品による他にすべがない有様であるO

林はこの点に鑑み，和漢薬「土木香」から抽出するアラ

ントラグトシが有効なる駆虫薬であることを認め， 10数

年前より抽出，製剤に専念努力して，年にすでに学童に

ついての集団駆虫実験を発表している。

斎藤は誌にアラ γ トラクトシの駆虫効果を再認識し追

試実験を重ね，この国産植物から抽出するアラシトラグ

トシがサシトニシに比して，より優秀な駆虫剤であるこ

とを多数の実験例に依って報告する。

第 1章

アラシトラグトシの抽出，化学

的性状及びその駆虫効果の文献

アラシトラグトシ（Alantolactone）は， 1931年 Han-

sen氏。が InulaHelenium L.から抽出したのに始ま

り，次で同年 Ruzica氏及び Pieth氏2）がその構造式

CH3 0-CO 
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究室で抽出した粧品物を刑い，サン〆トニシはソ連輸入の

純品を選び夫々ー錠中に 0.02gを含有する錠剤を調製

した。

学童を2群に分ち1群にはサシトニシを， 1群にはア

ラントラグトシをj甘い， 空腹時午前11時に二錠宛即ち

0.04gを2日連続内服した。学童には勿論前検使を行い

虫卵保有者を選出し，後検便は 2週間後に実施した。

内服量及び時間，回数については必要に応じて夫々j@i_

量，連続内服を理想とするものであるが，学童に集団的

に学業に支障なく実施する為めに， 1日1回， 2日連続

内服とした。駆虫剤の後に下剤を投与することは必ずし

も適確な効果を示すものとは限らないのみでなく，学校

で‘は実施が困難のため省略した。

第 1表 アラントラクトン，サントニシ

駆虫成績比較CK小学校）

（甲）アラシトラクトン服用例 47名
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を決定した。

アクシトタクトの構造式は，サγ トニこ／の構造式によ

く似ているD

我国では， 1932年に刈米達夫氏等3）がこのことに注目

して，アラ ントラクト γが有効な駆虫作用を有すること

を実験したが， 毒性の強いことを報告した。次で林は国

産の土木香から，アラ γ トラグトシを抽出し，結晶から

分離し難い高級エレベγの泊状物質を分離除去すること

に依って，白色結晶状のアラ γ トラグトンを得た。この

結晶は刈米氏等の報告の如き毒性は全くなく，然もサシ

トニ〉／に勝る駆虫作用のあることを認めた。

小竹，林，尾関氏-1）は更にアラシトラグト γについて

基礎実験を施行して細虫駆虫薬として有効なことを認

め，大阪府下学童に集団的に試用して副作用を認めない

優秀なる成績を得て，これを発表した。

その後呉氏のはアラ γ トラグトシ並ひYこ異性体の毒性

と駆虫作J.fJについて詳細なる研究を行い，アラシトラグ

トシはサシトニ〉／より毒性が弱く，駆虫作用は優ると報

告した。このことは小竹，林，尾関の発表と一致するO

大阪大学医学部報告のには，アラシトラグトシはヘキ

シF ノレレグルシンよりその駆虫力が弱いとされたロ然し

ヘキシ戸ルレゾ、ルシシはその作用として，人体に劇しい

影響があるので，近時一般に用いられない傾向があるO

林は其後の研究に於て毒性の少いアラシトラグトユ／の抽

出に成功し然も優秀な駆虫作用を確認することを主とし

た。

本研究の供試アラントラクトシは下記の組成からなる

資料であるo

1. 融 点

1. 融 点

昭和 29年 11月（1954）〕

75°CC白色針状結晶）

115°C（白色定形結品）

これは，主としてアラシトラグトシとその異性体イソ

アラシトラクト J' (Iso・alantolacton）の混合物である。

この混合物については

3. 融点 80～1os0c 
であって，土木香からの製剤が容易であるから使用上

の使が多いので，本研究には，この混合アラシトラグト

シを用いること与した。

実験成績

アラシトラグトシとサy'トニシとの

駆虫効果比較

アラシトラグトシとサシトュ γ との効力を比較する目

的でアラシトラグト γは林が小林薬学工業株式会社の研

第 2章

A 

十
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第 1表にこの実験結果を示すことふした。

この第1表の成績を総括して効果の比較を明瞭にする

と第2表になるO

＋ 

表2 第

＋ 

有効率
陰
数
一

H
Z一
人
人
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五
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虫
韓
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1

検査人員

76% 

50% 

47人

22人

アラントラクトン

サント＝シ

即ちアラシトラグト yの駆虫効果はサシトニシの場合

に比して優秀な成績を示した。

副作用についてはアラシトラグトンは軽微な腹痛を訴
えたもの数名あるが，学業には差支えなかった。サシト

ニγに見られる黄視症は全く認めない。

実験成績

アラシトタクトンとサントニン

との混合剤の駆虫成績

アクシトラグトシとサ y トユシとを同量に混和し錠剤

に調製した。一錠中試薬夫々 0.01g即ち合計0.02を含

有せしめたO

蓋し合剤を使用する理由は単一な楽品を与えるよりも

合剤によって副作用を少くし必要に応じて比較的大量を

用い得る有効安全性を考えた為めで‘あるD

使用量は小学生は二錠宛（アラシトラグトシ 0.02.サ

シトニン 0.02合計0.04）中学生には三錠宛を午前11時

に1回，翌日更に 11時に 1回内服し下剤は用いない。

前検使によって虫卵保有者を選び，後検使は内服後2

週間を置いて施行した。

この実験はH小学校及びK中学校生徒合計728人につ
いての記録であるO

この 728人の記録は第3表の通りであるD

省略）

この実験成績を総括すると第4表に示す通りである。
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昭和 29年 11月（1954）〕

るO 副作用としでは危憂すべき事を認めない。従って安

全日．つ優秀なる駆虫剤であることを認めた。

結言

以上の実験成績によってアラシトラグトシが有効なる

蜘虫駆虫剤であることを証明し，サシトニンに比較しで

も遥かに優秀な成績を示しているo

アラシトラグトシとサシトニシとの混合商jはサy トニ

シを単独に用いる場合よりも安全であり且つ必要に応じ

て犬量を連続使用に堪ゆることを有利とするo

アラシトラグト γは邦産植物より抽出する薬品であ

215 

る。将来これを栽培奨励することによってサシトニンに

代って優秀且つ低牒なる市販価で供給出来ることを期待

するO
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